
「
和
の
情 

勉
強
会
」

第46回



　
月
の
テ
ー
マ
「
天
」

9



こ
れ
ま
で
の
テ
ー
マ



本
日
の
予
定

一
天
と
は
？ 

二
天
と
地
の
は
じ
ま
り 

三
天
地
人 

四
天
の
才 

五
人
間
社
会
と
美
意
識 

六
人
為
と
自
然
の
境
界 

七
華
厳
の
世
界



天
と
は
？・

形
而
上
学
的
な
意
味

・
上
の
こ
と

人
の
頭
の
形
。
大
は
人
の
正
面
形
。 

そ
の
上
に
大
き
な
頭
を
加
え
た
形
で 

人
の
一
番
高
い
と
こ
ろ
。

・
万
物
の
神

次第に解釈が拡大



天
と
地
の
は
じ
ま
り

カオス 
混沌／虚空

天（心、道、空）

地（身、器、色）

人

ギリシャ神話カオス（虚空）天空の神ウラノス＋大地の女神ガイア

旧約聖書神天＋地

中国神話混沌（鶏卵）陽清の天＋陰濁の地

エジプト神話海太陽＋大地

シュメール神話海天の神アン＋地の神キ

日本神話混沌（鶏卵）澄んだ気の天＋濁った気の地

０
か
ら
１
は
生
ま
れ
る
か
？



天
地
人＝

三
才

空

陰

陽

土  水

風  火

濁

清

陰

陽

有　生

無　死　

陰
陽
剖
を
生
ず
る
の
図

我

天
の
生
死
往
来
を
命
ず
る
の
図

陽

地

天

陰

生
者
生
く
る
に
あ
ら
ず 

死
者
死
ぬ
る
に
あ
ら
ず
。 

陰
陽
の
往
来
す
る
こ
と 

止
ま
ざ
れ
ば
な
り
。 

仏
は
こ
れ
を 

有
無
と
い
え
り
。

二宮尊徳
1787.9.4-1856.11.17 
「報徳思想」 
農政家、思想家

『
三
才
報
徳
金
毛
録
』



天
か
ら
与
え
ら
れ
た
才

発想力

表現力 論理力

天才
面白さ 企画力

説得力

by岡田斗司夫氏

天
才
：
生
ま
れ
つ
き
そ
な
わ
っ
て
い
る
、 

　
　
　
並
外
れ
て
す
ぐ
れ
た
才
能
。 

　
　
　
特
別
に
優
れ
た
才
能
を
持
つ
人
。

天才の定義

❓



天
才
の
再
定
義

天
才
：
先
天
的
な
才
能

先天性

希少性 卓越性
天才

秀
才
：
後
天
的
な
能
力

▼
開
発
可
能

▼
開
発
不
可
能

鬼
才
：
人
間
離
れ
し
た
才
能

異
才
（
偉
才
）
：
普
通
と
は
違
う
並
外
れ
た
才
能

秀
才
（
英
才･

俊
才
）
：
優
れ
た
才
能≒
優
等
生 異才・鬼才・秀才

凡
人
：
突
出
し
た
才
能
の
な
い 

　
　
　
あ
り
ふ
れ
た
平
均
的
な
人

らしさ

-参考-



人
間
に
与
え
ら
れ
た
才

思
考
す
る
力

陰

陽

本能　感覚　馬力　低周波

理性　論理　回転　高周波

考  
思

知
る

ほ
と
ん
ど
は
対
象
と
そ
れ
以
外
を
分
け
た
に
過
ぎ
な
い

＝

人
間
ら
し
さ

：
認
識
、
気
づ
き
、
理
解
、
記
憶

現代はこちらに偏りがち



宗
教
と
哲
学
と
科
学
の
違
い

宗教・信仰

哲学

科学

ない

ある

理由／根拠 
証拠／証明

馬力

回転

敏感

鈍感

情

知

意

▶委ねる

▶知る

▶分ける

現代はこちらに偏りがち



人
は
ど
こ
へ
向
か
う
の
か

人
間
社
会
の
未
来

狩
猟
社
会
（Society1.0

） 

農
耕
社
会
（Society2.0

） 

工
業
社
会
（Society3.0

） 

情
報
社
会
（Society4.0

） 

○
○
社
会
（Society5.0
）

メ
タ
バ
ー
ス 

仮
想
社
会
？

人
間
の
視
野
の
解
像
度
（
画
素
数
） 

　
　
　
　
　
：
５
億
７
６
０
０
万
画
素

人
間
の
視
野
角 

　
　
　
　
　
：
水
平
２
０
０
度
、
上
下
１
２
５
度 

　
　
　
　
　
　
１
５
０
イ
ン
チ
モ
ニ
タ
ー
ぐ
ら
い
？

リ
ア
ル
ほ
ど
リ
ア
ル
な
仮
想
現
実
は
な
い



仮
想
現
実
へ
の
現
実
逃
避

痛
み
・
不
快
を
感
じ
た
く
な
い 

苦
し
み
か
ら
逃
れ
た
い 

悩
み
か
ら
解
放
さ
れ
た
い

HARMの法則（４種の悩み）

健
康
（H

ealth
）

キ
ャ
リ
ア
、
将
来
、
夢
（Am

bition

）

人
間
関
係
（Relationship

）

お
金
（M

oney

）

死
ぬ
事
以
外
は
か
す
り
傷
（
死
ん
で
も
打
撲
程
度
）
。

仕
事
は
目
の
前
の
こ
と
を
精
一
杯
や
れ
ば
良
い
。 

将
来
の
不
安
は
「
今
」
に
な
い
。
夢
は
寝
て
見
る
。

１
５
０
歳
以
下
は
全
員
生
ま
れ
た
て
。

他
の
３
つ
を
こ
な
し
て
た
ら
必
要
分
は
入
る
。



不
自
然
な
美
の
追
求

キ
レ
イ
を
求
め
過
ぎ
て
不
自
然
に…

本
当
の
自
然
は 

ジ
ブ
リ
み
た
い
に
キ
レ
イ
じ
ゃ
な
い…

人
間
の
視
覚
の
画
素
数
を
超
え
た 

画
質
の
研
究…

情
で
つ
か
む
「
美
」
意
識
が
必
要



情
に
よ
る
「
美
」
意
識

シ
チ
ヘ
ン
ゲ
を
摘
む
お
ば
ち
ゃ
ん

サ
ル
ス
ベ
リ
を
毟
る
お
じ
く
ん

知 意情



1870.5.19 
-1945.6.7

西田幾多郎

分
別
を
つ
け
る

対
象
と
そ
れ
以
外
を
分
け
る

本
質

現
象

自
力

他
力

自
然

人
為

世
界
は
絶
対
矛
盾
的
自
己
同
一

色
即
是
空
空
即
是
色

自
力
　
他
力
で
な
く 

一
駅
ぐ
ら
い
自
力
で
歩
い
て 

あ
と
は
特
急
乗
車

①②③①②

or

ま
と
ま
る
と 

別
れ
た
く
な
り 

別
れ
る
と 

ま
と
ま
り
た
く
な
る



人
為
と
自
然
の
境
界

自
然

人
為

生きるために 
手を加える必要

どこまでが自然破壊？

自然を守るとはどういうことなのか？

：
理

：
事

「
華
厳
経
」
四
法
界
の
概
念



①
事
法
界

人
為

自
然

個
物
と
個
物
が 

た
だ
共
存
共
生
し
て
い
る
世
界

自
然
と
人
為
が
対
立
的
に
存
在
し
て
い
る



②
理
法
界
（
中
観
・
三
論
）

真
理
（
空
）＝

道
、
天
、
神
仏
の
世
界

二
元
対
立
的
な
発
想
は
な
い

「
空
相
：
不
生
不
滅
不
垢
不
浄
不
増
不
減
」



③
理
事
無
礙
法
界
（
天
台
）

特
定
の
個
物
が 

真
理
と
相
通
じ
て
い
る
（
目
醒
め
た
）
世
界 

現
象
と
真
理
の
区
別
は
あ
る

「
無
智
亦
無
得
以
無
所
得
故
」＝

般
若
波
羅
蜜
多

自
然
と
人
為
の
心
が
繋
が
っ
て
い
る



④
事
事
無
礙
法
界
（
華
厳
）

個
物
と
個
物
が
融
け
合
い 

個
物
の
甲
は
甲
で
あ
り
、
甲
は
乙
で
あ
り 

個
物
の
乙
は
乙
で
あ
り
、
乙
は
甲
で
あ
る
世
界

「
色
即
是
空
空
即
是
色
」

人為＝自然自
然
と
人
為
が
完
全
調
和
し
て
い
る

エントロピー最大の熱的死



1867.5.18 
-1941.12.29

南方熊楠

事
事
無
礙
の
体
現

事
物
心
一
切
至
極
の
と
こ
ろ 

を
見
ん
に
は
、 

そ
の
至
極
の
と
こ
ろ
へ 

直
入
す
る
の
外
な
し
。

「
吾
が
心
即
ち
天
」

心
の
官
は
則
ち
思
う
な
り
。 

思
う
の
字
は
た
だ
是
れ
工
夫
の
字
の
み
。 

思
え
ば
則
ち
い
よ
い
よ
清
明
に
、 

い
よ
い
よ
篤
実
な
り
。 

其
の
篤
実
な
る
よ
り
し
て
之
を
行
と
謂
い
、 

其
の
清
明
な
る
よ
り
し
て
之
を
知
と
謂
う
。 

知
行
は
一
の
思
う
の
字
に
帰
す
。

1772.11.14 
-1859.10.19

佐藤一斎



事
事
無
礙
の
体
現
（
真
言
）

天
地
自
然
に
呼
吸
（
ペ
ー
ス
）
を
重
ね
る

自
然
破
壊…

自
然
の
ペ
ー
ス
を
超
え
た
搾
取

地

天

夏　　秋

春　　冬

天
の
四
序
変
化
を
命
ず
る
の
図

吸

嘘

（冬至）

（夏至）

天
は
一
歳
に
嘘
吸
し
て 

春
夏
育
茂
し
、
秋
冬
収
蔵
す
。 

万
物
こ
こ
に
養
わ
る
。 

人
は
小
天
地
に
し
て
、 

一
昼
夜
に
三
千
六
百
呼
吸
を
な
す
。 

度
を
変
ず
れ
ば
疾
病
を
生
ず
。 

四
序
の
不
順
、
ま
さ
に
こ
れ
を 

も
っ
て
察
す
べ
し
。 

人
体
一
年
の
嘘
吸
を
権
れ
ば
、 

百
二
十
九
万
六
千
数
に
お
よ
ぶ
。 

六
十
歳
の
度
を
量
れ
ば
、 

七
千
七
百
七
十
六
万
数
な
り
。 

暦
軸
は
六
十
一
歳
に
し
て
元
に
還
る
。 

人
生
も
ま
た
か
く
の
ご
と
し
。 

こ
の
大
天
地
の
嘘
吸
に
配
せ
ば
、 

浮
世
は
な
お
七
千
七
百
七
十
六
万
歳 

に
し
て
本
に
還
る
が
ご
と
し
と
。

「
大
天
地
」

「
小
天
地
」



野
菜
は
肥
料
な
し
で
育
つ

よ
り
大
き
く
、
よ
り
多
く 

収
穫
す
る
た
め
に 

肥
料
が
必
要
に
な
る

よ
り
キ
レ
イ
に 

実
ら
せ
る
た
め
に 

農
薬
が
必
要
に
な
る

よ
り
均
一
化
を
図
る
た
め
に 

化
学
肥
料
や
交
配
種
が 

必
要
に
な
る

季
節
に
関
係
な
く
食
べ
ら
れ
る
た
め
に 

温
度
管
理
し
た
栽
培
が
必
要
に
な
る

呼
吸
を
重
ね
、
情
の
美
意
識
で
一
体
化
す
る



命
の
本
質
は
出
会
い
と
別
れ

分化（別れ）

統合（出会い）

人

天

地鴻雁来

鴻雁北



宇
宙
の
行
き
先

円

直
線

or

優
勢
？



十
牛
図
と
華
厳
思
想

尋
牛 見

跡

見
牛

得
牛

牧
牛

騎
牛
帰
家

忘
牛
存
人

人
牛
倶
忘

返
本
還
源

入
鄽
垂
手

事事無礙法界 
＝現象界の一体化

理法界＝牛理事無礙法界 
＝牛と人の一体化

事法界＝人



粘
菌
と
曼
荼
羅胎蔵界金剛界

物心

粒子波動

発芽

胞子

子実体

子実体形成期移動期

変形体

集合期

増殖



日
々
居
る
と
煩
わ
し 

居
ら
ぬ
は
居
ら
ぬ
で
煩
わ
し 

亭
主
か
女
房
か
知
ら
ん
け
ど

に
ち
に
ち

わ
ず
ら

お






